
� 昭和2 の小田急線 業 、秦野市 には 駅（鶴巻温泉駅、 前駅、秦野駅、 駅）が され、

首都圏のベッドタウン的に各駅を拠点として発展した。

� 秦野市 にと て、小田急線は 近な として に な のとな ており、 駅及び の

の整備は、秦野市 の 性・安全性の向上に 結する。また、秦野市において都市機能に る

を推進する上で 、駅及び駅 の機能向上は で る。

� 小田急電鉄においては、平成３０ ３月に都心近郊区間での複々線の完成を予定しており、これにより、ラッシ

間 の都心 の 間 が図 れる。 せて、秦野市 では平成３２ の 高 秦野

ＳＡ及び ー の 用 が まれているな 、広 拠点としての ンシ が 的に高まる

ことが期待されている。

� 上記の状況を踏まえ両者が連携・協 して、相互の付加価値を高めることを目的に、連携協定を締結する。

秦野市と小田急電鉄株式会社との小田急小田原線沿線まちづくりの推進に関する連携協定

１ 背景・目的

秦野駅前の発展の様子

２ 連携・協 の

・ 駅の機能向上及び駅を中心としたまちづくりに関すること
・ の 性 及び の魅 発 に関すること

３ 具体的な連携・協 事

① ホームドア整備の検討な ホームの安全性向上に関する連携・協

② が安心・ に 用で る駅機能の高 に関する連携・協

③ 鶴巻温泉駅にお る南口広場整備事業と駅 事の推進に関する連携・協

④ 踏 安全 の な 鉄 の安全性向上に関する連携・協

⑤ 機関 整備な 駅 の に関する連携・協

⑥ 駅を拠点とした のまちづくり 現に関する連携・協

・ 駅の機能向上及び駅を中心としたまちづくりに関すること

・ の 性 及び の魅 発 に関すること

① ン ーを 用したイベン の な の 性 に関する連携・協

② 駅空間 両を 用した の に関する連携・協

高 と
秦野ＳＡ（イメージ）

駅空間、 両を 用して、秦野市の魅
を沿線全体に する。

駅の安全性を向上させるために検討するホー
ムドアのイメージ。

現在、事業中の鶴
巻温泉駅南口駅前
広場整備事業の完
成予想図。

秦野市産木材を使
用した鶴巻温泉駅
跨線橋の完成イ
メージ。


